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MS343-30008-A0

MS343-30009-NP

ﾎﾜｲﾄﾊﾟｰﾙｸﾘｽﾀﾙｼｬｲﾝ（062）
ブラック（202）MS343-30008-C0

未塗装品（ﾌﾟﾗｲﾏｰ処理品）

ﾌﾟﾚｼｬｽﾌﾞﾗｯｸﾊﾟｰﾙ（219）MS343-30008-C1

① ② ⑤④ ⑥ ⑦③

注意事項
・取り扱いには十分注意してください

構成部品

使用道具

この度は、本製品をお買上げ下さい
まして誠に有り難うございます。

・ドライバー・スパナ
・トルクスレンチ

○○○○○

取付説明書

⑫ ⑬

ＭＳ３４３－３０００８／９
リヤバンパースポイラー

樹脂ワッシャー

②

①

№ 品　名 品　番 個数

4

1

4

2

備考

③

④

⑤

⑥

⑦

５×１６

品番 備考塗装色

リヤバンパースポイラー

Ｊナット

⑧

⑨

1 本書内４ページ適合一覧参照

本書内４ページ適合一覧参照エクステンションＬＨ

エクステンションＲＨ

1

タッピングスクリュー

モール

ＰＡＣプライマー

(各1) 黒／グレー L＝3100mm

1 Ｋ－５００

以下、MS343-30009-NP(未塗装品セット)のみに同梱

⑫

№ 品　名 品　番 個数 備考

⑬

以下、MS343-30009-NP（未塗装品セット）のみに同梱

ＰＡＣプライマー

K－５００

　　　
　　　　　　　　　　

引火性固体 危険等級Ⅲ

切り口 有効期限/ＬＯＴ Ｎｏ:枠外に記載

火気厳禁
湿分・水分厳禁

接着促進剤

内用物重量：3.5ｇ

３Ｍ

取付・取扱要領書

この度はクラウン アスリート、ロイヤル、マジェスタ用ＴＲＤリヤバンパースポイラーをお買い上げ頂き
誠に有難うございます。本書は上記ＴＲＤリヤバンパースポイラーの取付け、取扱いについての要領と注意を
記載してあります。　取付け前に必ずお読み頂き、正しい取付け、取扱いを実施してください。
なお、本書は必ずお客様にお渡しください。

★本商品は未登録車への取付けは出来ません、取付けは車両登録後に行ってください。

        GRS21#／ARS210/AWS21#   '１3 .1～

■品番・適合一覧表

■構成部品一覧表

*１ クラウンアスリート３．５Ｌと２．０Ｌターボ車には別売りのマフラーガーニッシュが必要です。
*２ バックフォグランプ装着車には取付け出来ません。

*３ アドバンストパッケージ装着車に取付けの際は車両修理書に従い、インテリジェンスクリアランスソナー

    の簡易検査を実施してください。

⑩ ⑪

型
紙

⑧ ⑨

黒色リベット 4

1

本書取付・取扱要領書

型紙

1

⑩

⑪

1

ｔ＝２mmゴムワッシャー

ブラックアウトフィルム

2
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■取付・取扱上の注意

この取付･取扱要領書では安全にご使用いただく為に、特にお守り頂きたいことなどを、次のマークで

表示しています。

警告！

注意！

この内容に従わず、誤った取付け、取扱いを行うと、人が死亡したり、重傷等を
負う可能性がある内容について書かれています。

この内容に従わず、誤った取付け、取扱いを行うと、人が障害を負ったり、製品
等の物的損害に結びつく可能性がある内容について書かれています。

アドバイス スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載して
います。

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

確認   本商品が到着後、すぐに本体に破損が無いこと、付属品が全て揃っていることを確認してください｡

警告   取付作業は、必ず平坦な場所でエンジンを切り、サイドブレーキがかかっていることを確認後行ってください。

　　　 不安定な場所での作業や､車両が動く状態での作業は重大な事故原因となります｡

警告　 エンジンルームやマフラー等の付近で作業を行う場合、ヤケド等の重大な怪我に注意してください。

警告　 本商品への改造･加工、適合車種以外への装着は絶対に行わないでください。破損や事故の原因となります。

警告　 取付け初期は、各タッピングスクリューが緩む恐れがあるので、数キロ走行後には必ず増締めを行ってください｡

警告 　取付け後、本商品と他の部品とが干渉していないかを確認してください。干渉している場合は、本商品を購入した販売店にご

       相談ください。そのまま走行すると破損や故障の原因となります。

警告 　本商品装着後に、衝突等の強い衝撃を受けた場合、取付部分や本体に変形や破損、故障を生じる場合がありますので、直ちに

　　　 ご使用を中止し、整備工場にて点検を受けてください。

警告 　走行中に異常な振動や異音等を感じたら直ちに安全な場所に停車し、整備工場にて点検を受けてください。

　　　 そのまま走行を続けますと、車両の破損や事故の原因となります。

警告 　本商品は舗装路での走行を想定して設計されています。悪路や雪道での走行は、商品によっては破損の原因になりますのでお

       止めください。

警告 　本商品には十分な強度・耐久性を持たせてありますが、保管条件や取扱条件、走行条件によっては破損、故障が起こる可能性

       があります。保管、取付作業、ご使用に際しては十分にご注意ください。

注意   本商品の交換･取付作業は必ず専門の整備工場で実施してください｡

注意　 本商品の取付の際は必ず該当車両の修理書（トヨタ自動車㈱発行）に従い、本書の注意事項を守って作業を行ってください。

注意　 本商品は各構造基準に適合しているため、車検時も通常の検査と同様に受けられます。ただし適合車種以外に装着した場合、

　　　 またはその他の部位を改造しているなどの使用状況によっては、その限りではありません。

注意   未塗装品セット(MS343-30009-NP)は未塗装の為、車両の外板色に合わせた塗装が必要になります。塗装後の乾燥時、乾燥温度

　　　 を70℃以上に上げますと、製品に変形や割れが発生しますので乾燥温度には十分注意してください。強制乾燥させる場合は製

　　　 品が変形しないように固定してください。

注意   未塗装品を塗装前に脱脂する場合、イソプロピルアルコール又はホワイトガソリンを使用し、シリコンオフ及びシンナーは

　　　 使用しないでください。

注意   本書で指示した以外の車両部品を取り外さないでください。

注意　 車両へのリヤバンパースポイラーの取付け時の傷付き防止のため、作業前に保護シートを準備し、取付け作業は必ず保護

　　　 シートの上で行ってください｡また、取付け作業時には車両部品に傷を付けないように十分に注意してください。

注意　 両面テープの接着力を最大限に発揮させる為、貼付作業前に両面テープ部及び取付部をドライヤー等で約40℃程度に暖めてく

　　　 ださい。

注意 　お手入れの際には、シンナー、ガソリン等の有機溶剤は使用しないでください。変色・変形の原因となります。

注意 　取付作業や走行により、車両本体、または本商品が損傷した場合のクレームには応じかねます。

　　　 上記の事項と本書の装着要領を必ずお守りください。

！

！

■本商品は、１年・20,000Ｋｍの保証を実施致します。(１年または20,000Ｋｍ走行時点のいずれか早い方まで)

※保証の詳細はＴＲＤパーツカタログサイト＜http://www.trdparts.jp/＞「保証について」をご覧ください。

■不具合が発生した場合は、お買い上げいただいた販売店へ、早急にご連絡お願い致します。



№1508-T1356001  3/20

■未塗装品の取扱いについて
下記は、未塗装品(MS343-30009)の塗装前、塗装後の作業を記載しています。下記要領に従い作業を行ってください。

□リヤバンパースポイラーの塗装
 1.図１のようにリヤバンパースポイラー①を
　 塗装する。

□モールの貼付け
 1.図３のようにモール貼付部の汚れを取り除
　 き、ＩＰＡ又はホワイトガソリンで一方向
   にふいて脱脂し、モール貼り付け部のみＰ
   ＡＣプライマーＫ－５００⑬を塗布する。

注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は
　　　使用しないでください。油脂分が
　　　残り、テープが剥がれる原因にな
　　　ります。又、プライマーのはみ出し
　　　は、シミの原因になりますので注
　　　意してください。

！

アドバイス：脱脂、プライマー塗布後は、
            １０分以上乾燥させてくだ
            さい。

 2.図２のように車体色部分をマスキングし、
   艶消し黒で塗装する。

モール⑫貼付範囲

段差

段差

注意：モール貼付け面、両面テープには、
      絶対に塗装しないでください。
      接着力が低下します。
　　　クッション部もマスキングテー
　　　プ等を貼るなどして、対応してく
　　　ださい。

！

！ 注意：脱脂をする場合は、イソプロピル
      アルコール(以下ＩＰＡという)
      又はホワイトガソリンを使用し、
       シリコンオフおよびシンナーは使用
      しないでください。
　　　プライマーが溶ける恐れがありま
　　　す。

注意：乾燥温度を70℃以上に上げますと
　　　、製品に変形や割れが発生します
　　　ので乾燥温度には十分注意してく
　　　ださい。強制乾燥させる場合は製
　　　品が変形しないように固定してく
　　　ださい。

！

図1　

図2　

図3　

脱脂・プライマー
　　　　塗布範囲

段差に合わせて
　　　塗布の事 脱脂・プライマー

塗布範囲

断面図

マスキング
範囲

モール⑩貼付け範囲

リヤバンパースポイラー①

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

マスキング
範囲

リヤバンパー
スポイラー①

Ａ-Ａ

Ｂ-Ｂ

車体色
塗装範囲

車体色
塗装範囲

ピアス穴

下面視

下面ピアス穴基準

艶消し黒
塗装範囲

車体色
塗装範囲

R止まり

Ｃ-Ｃ

R止まり

段差

段差

車体色

艶消し黒

リヤバンパースポイラー①

Ｃ

Ｃ

マスキング
範囲

車種名　　　　　　　排気量　　　　マフラー向きの確認　　　スポイラーの加工の有無
アスリート　　　　　3.5L　　　　　マフラーストレート向き　別売りのマフラーガーニッシュ（MS343-30001）が必要
アスリート　　　　　2.0L（ターボ）マフラーストレート向き　別売りのマフラーガーニッシュ（MS343-30001）が必要
アスリート　　　　　2.5L（4WD）　 マフラー下向き　        概ね2013年3月以前の生産車は同梱のエクステンションが必要
アスリート　　　　　H/Vシリーズ　 マフラー下向き　        概ね2013年3月以前の生産車は同梱のエクステンションが必要
ロイヤルシリーズ　  共通          マフラー下向き　　　　　作業無し　
マジェスタシリーズ　共通          マフラー下向き　　　　　作業無し

作業前適合車種確認表
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2.図４のようにリヤバンパースポイラー①に、
  モール⑫の両面テープの離型紙を剥がしなが
  ら、 貼付け圧着する。｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）
  以上｝
  モール⑫は長めに設定されているので、長さ
  を合わせてハサミ等で切り落とす。

注意：モール⑫は、二色同梱されていま
　　　す。塗装色に合わせて、モール色
　　　を選択し貼付けてください。

！
段差

※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示して
　おり、ＲＨも同様に行ってください。

 ★リヤバンパースポイラーをバンパーに装着する前に適合車種の詳細を下記の表を
　 参考に確認してください。車種により加工が必要になります。

注意：両面テープの接着力最大限に発揮
      させる為、貼付け作業前に両面テ
　　　ープ部及びスポイラーの貼付け部
　　　をドライヤー等で約４０℃程度に
　　　暖めて下さい。

！

リヤバンパー
スポイラー①

図4

図5

パーティング
ライン基準

パーティング
ライン基準

パーティングライン基準

パーティング
ライン基準

リブ基準 リブ基準

マーキング

2.図５のように型紙⑧のＡ、Ｂを切り取り、
　リヤバンパー下面のリブに突き当てながら、
　パーティングラインに合わせて貼付け、穴
　位置をポンチ等でマーキングする。
  (２箇所)

2.図５のように型紙⑧のＣを切り取りリヤバ
　ンパーホイールアーチ部に合わせて貼付け、
　穴位置をポンチ等でマーキングする。
  (片側１箇所)

段差

モール⑫

巻き込みに注意
し隙間のないよ
うに貼付け

断面図 傷付き注意

面沿いに
沿わせる

型紙Ａ 型紙Ｂ

型紙Ｃ

リヤバンパー

リヤバンパー

リヤバンパー

型紙Ｃ

型紙Ａ

型紙Ｂ

山折り

拡大図

マーキング

マーキング

α拡大図

マーキング
位置

参考寸法
端末から
7mm

参考寸法
端末から
12mm

参考寸法端末から31mm

モール高さ位置

α

モール⑫貼付範囲

段差

段差
リヤバンパー
スポイラー①

型紙Ｂ

切り欠き確認箇所型紙Ａ

型紙Ｃ

リヤバンパー

バンパー下面図示 型紙Ｃ

□取付準備

 1.車両修理書を参考にし、車両からリヤバン
   パーを取外し、リフレクター、純正バンパー
　 ロアーガーニッシュ及び、アスリート
   シリーズのみ左右の純正バンパースポイラー
   を取外す。この時外したリフレクター、
　 車両クリップ、スクリューは後で使用します
   ので、保管しておいてください。

注意：取外す際に車両およびリヤバンパ
　　　ーに傷が付かないよう注意して作
　　　業を行ってください。

！

端末合わせ

型紙⑦Ｅ

フロントバンパー

型紙⑧Ｃ

フロントバンパー

パーティング
ライン合わせ

α拡大図

型紙Ｃ

パーティング
ライン合わせ

リヤバンパー

作業前適合車種確認表
車種名　　　　　　　排気量　　　　マフラー向きの確認　　　スポイラーの加工の有無

アスリート　　　　　3.5L　　　　　マフラーストレート向き

アスリート　　　　　2.0L（ターボ）マフラーストレート向き

アスリート　　　　　2.5L（4WD）　 マフラー下向き

アスリート　　　　　HVシリーズ　  マフラー下向き

ロイヤルシリーズ　  共通          マフラー下向き

マジェスタシリーズ　共通          マフラー下向き　　　　　　
　　　　

加工無し。概ね2013年3月
以前の生産車は同梱のエク
ステンションが必要

加工有り。別売りのマフラ
ーガーニッシュ(MS313-300
01)が必要

モール⑫

モールスリット
カット部分

拡大図

スポイラー

テールパイプ

リヤマフラー
参考図

下向きストレート向き
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※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示して
　おり、ＲＨも同様に行ってください。

図5

パーティング
ライン基準

パーティング
ライン基準

リブ基準 リブ基準

2.図５のように型紙⑧Ａ、Ｂをリヤバンパー下
  面のリブに突き当てながら、パーティングラ
  インに合わせて貼付け、穴位置をマーキング
  する。
  (２箇所)

3.図５のように型紙⑧Ｃをリヤバンパーホイー
  ルアーチ部に合わせて貼付け、穴位置をマー
  キングする。マーキング後、型紙Ｃの高さ位
  置合わせ部を残し、他の部分は剥がす。
  (２箇所)

型紙Ａ 型紙Ｂ

リヤバンパー リヤバンパー

型紙Ａ

型紙Ｂ

山折り

拡大図

マーキング

マーキング

α拡大図

マーキング
位置

参考寸法
端末から
7mm

参考寸法
端末から
12mm

参考寸法端末から31mm

型紙Ｂ

型紙Ａ

型紙Ｃ

リヤバンパー

バンパー下面図示 型紙Ｃ

□取付準備

1.車両修理書に従い、車両からリヤバンパーカ
　バー、リフレクター、純正バンパーロアーガ
　ーニッシュ取外す。

注意：取外す際に車両およびリヤバンパ
　　　ーに傷が付かないよう保護して作
　　　業を行ってください。

！

端末合わせ

型紙⑦Ｅ

フロントバンパー

バンパー下面図示
パーティング
ライン基準

パーティングライン基準

マーキング

面沿いに
沿わせる

型紙Ｃ

リヤバンパー

型紙Ｃ

高さ位置
合わせ部

カットライン

型紙⑧Ｃ

フロントバンパー

パーティング
ライン合わせ

拡大図

拡大図

型紙Ｃ

パーティング
ライン合わせ

リヤバンパー

取付作業を開始する前にＰ．４の適合車種確認表を確認して下さい。

アスリート３．５Ｌ・２．０Ｌターボの取付けは１３ページから作業してください。

アスリート４ＷＤ・ＨＶシリーズ・ロイヤルシリーズ・マジェスタシリーズの
取付けはこの５ページから作業してください。

注意：取外した車両リフレクター、車両ス
      クリューは再使用しますので、無く
　　　さない様に必ず保管してください。

！
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リヤバンパー

4.図６のように型紙⑧Ｄをリヤバンパーに貼付
  け、高さ位置合わせ用として使用する。
 （１箇所）

型紙Ｄ

高さ位置合わせ

リブ中心

拡大図

リヤバンパー

パーティングライン合わせ

断面図センター部高さ位置合わせ型紙

型紙Ｄ

※型紙Ｄは作業完了まで貼っておくこと

図6

リヤバンパー
型紙Ｃ高さ位置
合わせ部

ホイールアーチ部図示

ドリル下穴φ３、本穴φ７

10mm ガムテープ

ドリル

図7

リヤバンパー

バンパー下面図示

ドリル下穴φ３、本穴φ７

5.図７のように使用するドリルの先端にストッ
　パーになるようガムテープを巻きつける。

6.図７のようにφ３のドリルを使用してリヤバ
  ンパー下部とホイールアーチ部のマーキング
  位置に下穴をあける。
 （４箇所）
  下穴にφ７のドリルで本穴をあけ、穴のバリ
  を取り除く。
 （４箇所）

注意：バリを取り除く時には、穴径が大
　　　きくならないように注意してヤス
　　　リ等で取り除いてください。

！

注意：作業時は保護メガネを着用してく
　　　ださい。

！

アドバイス：穴あけ加工時は、ドリルは
　　　　　　穴あけ面に対して垂直にし、
　　　　　　マーキング位置からズレな
　　　　　　いように注意してください。

注意：型紙はリヤバンパーに密着させて貼
　　　付けてください。浮きやスキがある
　　　場合、高さ位置が下側にずれて剥が
　　　れや、浮きの原因になります。

！
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アスリート４ＷＤ・ＨＶシリーズ・ロイヤルシリーズ・マジェスタシリーズが行う作業

図8  7.図８のように型紙⑧Ｅをリヤバンパーのリフ
   レクター取付け部分にある四角穴の中心とバ
   ンパー形状に突き当てて貼付け、高さ位置合
   わせし用として使用する。
　 (２箇所)

8.図８の型紙Ｅの高さ位置合わせ部を残し他の
  部分を剥がす。
　(２箇所)

型紙Ｅ

突き当て

注意：型紙はリヤバンパーに密着させて貼
　　　付けてください。浮きやスキがある
　　　場合、高さ位置が下側にずれて剥が
　　　れや、浮きの原因になります。

！
高さ位置合わせ部

図9

角合わせ

型紙Ｅ
高さ位置合わせ

R止まり合わせ　

端合わせ

カットライン

穴のセンター中心
に合わせる

マーキング

マーキング

α

β

50㎜

4
0
㎜

マーキング

α部拡大図

5㎜

Ｒ止まり

マーキング
Ｒ止まり
延長線

リヤバンパー
カットライン

角合わせ

マーキング

β部拡大図

端合わせ

Ｒ止まり合わせ

角合わせ

リヤバンパー
カットライン

マーキング

9.図９のようにバンパーの切欠き端末と寸法で
  マーキングする。　　　
 （８箇所）

10.図１０のように使用するのドリルの先端にス
   トッパーになるようガムテープを巻きつける。

11.図１０のようにφ３、φ７のドリルを使用し
   てマーキング位置に下穴をあける。
  （８箇所）
   下穴にφ１０のドリルで本穴をあける。
  （８箇所）

注意：バリを取り除く時には、穴径が大
　　　きくならないように注意してヤス
　　　リ等で取り除いてください。

！

アドバイス：穴あけ加工時は、ドリルは
　　　　　　穴あけ面に対して垂直にし、
　　　　　　マーキング位置からズレな
　　　　　　いように注意してください。

図10

10mm ガムテープ

ドリル

ドリル下穴φ３、φ７

本穴φ１０

注意：作業時は保護メガネを着用してく
　　　ださい。

！

 11.アスリート３.５Ｌ／２．０Ｌターボの
　 ガソリン車のみ図９の破線を参考に、エアー
　 ソー等で斜線部切り抜き、切り口にできた
   断面のバリを取り除く。
   (左右各１箇所)

注意：バリを取り除く時には、カットラ
　　　インが歪まないように注意してヤ
　　　スリ等で取り除いてください。

！

注意：カットする際に、怪我に注意して
　　　ください。
　　　又、リヤバンパーへの傷つきに注
　　　意してください。

！

図9

バンパーカット
範囲

リヤバンパー

突き当て

高さ位置合わせ型紙断面図

型紙Ｅ

※型紙Ｅは作業完了まで貼っておくこと
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注意：作業時は保護メガネを着用してく
　　　ださい。

！

12.図１１のように破線を参考に、エアーソー
　 等で穴と穴をつなぐように斜線部切り抜き、
   加工部のバリを取り除く。
   (２箇所)

注意：バリを取り除く時には、カットラ
　　　インが歪まないように注意してヤ
　　　スリ等で取り除いてください。

！

注意：カットする際に、怪我に注意して
　　　ください。
　　　又、リヤバンパーへの傷つきに注
　　　意してください。

！

図11

バンパーカット範囲 リアバンパー

アスリート３.５Ｌ／２．０Ｌターボのガソリン車のみが行う作業

13.図１３のように、型紙⑧から型紙Ｆを切取
   り、図の位置のスロット穴の中心と端末に合わせ、面沿
   いに浮きが無い様に貼付
   け、高さ位置出し用として使用する。
  （２箇所）

図13

型紙Ｆ

リヤバンパー

スロット穴中心合わせ

破線でカット
する

カット範囲

リヤバンパー

図14

高さ位置
合わせ部

延長上

カット範囲

40㎜

40㎜

切欠き端末

マーキング
(左右各2箇所）

14.図１４のように型紙Ｆの高さ位置合わせ部
　　を残し他の部分を剥がす。
　 (２箇所)

15.図１４のようにバンパーの切欠き端末と
   寸法でマーキングする。
  （２箇所）
　

図12

切欠きの有無を確認

リヤバンパー

バンパー下面図示

13.図１２のように、リヤバンパーに切欠きの
   有無を確認をする。切欠きがある場合はリ
   ヤバンパースポイラー①にエクステンショ
   ン⑤⑥を取付け作業を行う。切欠きが無い
   場合は取付け作業はしない。
   (２箇所)

バンパーに切欠きがある車のみ作業をしてください。

図13

リヤバンパー
スポイラー①

エクステンションＲＨ⑤ エクステンションＬＨ⑥

リベット⑦

１
１

２

２

14.図１３のように、リヤバンパースポイラー
　 ①とエクステンションＲＨ⑤、エクステン
   ションＬＨ⑥にリベット⑦を差し込み左図
   番号順に固定する。
   (４箇所)
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車両リフレクター

車両リフレクター
（ブラックアウトフィルム⑩付き）

センター側ヘ
突き当てる

樹脂ワッシャー④

車両タッピングスクリュー

車両後ろ側

リフレクター Ａ－Ａ断面図

リヤバンパー
スポイラー①

Ａ

Ａ

リヤバンパー
スポイラー①

車両タッピングスクリュー

樹脂ワッシャー④

図14

車両リフレクター 半分に切る
形状に合わせて切り
貼付ける

ブラックアウト
フィルム⑩

リブ部

16.図１４のように、リフレクターをリヤバン
   パースポイラー①に樹脂ワッシャー④と車
   両タッピングスクリューで取付けます。
   (２箇所)

注意：リフレクター、タッピングスクリュ
ーは車両部品を再利用してください。

！

15.図１４のように、リフレクターリブ部にブ
   ラックアウトフィルム⑩を貼付ける。
　 (２箇所)

図15

※取付けない

リヤバンパー
17.図１５のように、該当車両の修理書に従い、
   車両にリヤバンパーを復元する。この時に
   図の指示の位置の車両クリップ、車両スク
　 リューは取付けずに復元する。

図16

リヤバンパー

リヤバンパー

Ｊナット②

Ｊナット②
向きに注意
Ｊナット②

18.図１６のように、下面とホイールアーチ部
   に開けた穴にＪナット②を向きに注意しな
   がら差し込む。
　（４箇所）

注意：図１６のようにＪナット②の差し込
      む向きに注意してください。逆に取
　　　付けるとタッピングスクリュー③が
　　　取付かなくなります。

！
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※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示して
　おり、ＲＨも同様に行ってください。

！ 注意：両面テープの離型紙をすべて剥が
      してしまうと、正しい取付位置に
      取付けが出来なくなります。

14.図17のようにリヤバンパースポイラー①の
   両面テープの離型紙(左右各６箇所)を、中
　 央から外側に約３０mm剥がし、離形紙とピ
　 ックアップテープ(左右各１箇所)マスキン
   グテープ等で表側に貼付けます。

離型紙

マスキングテープ

離型紙

リヤバンパー
スポイラー①

ピックアップテープ

リヤバンパー

脱脂

図17

図16

ピック
アップテープ

マスキング
テープ

16.図15のように、リフレクターＬＨ⑥をリヤ
　 バンパースポイラー①に樹脂ワッシャー④
　 とタッピングスクリュー⑦で取り付けます。

リフレクターＬＨ⑥

リフレクター⑥
（ブラックアウトフィルム⑩付き）

センター側ヘ
突き当てる

樹脂ワッシャー④

タッピングスクリュー⑦

車両前側

リフレクター Ａ－Ａ断面図

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

リヤバンパー
スポイラー①

Ａ

Ａ

リヤバンパー
スポイラー①

タッピングスクリュー⑦

樹脂ワッシャー④

ＬＨ図示
※ＲＨも同様に

注意：リフレクターは車両部品を再利用し
　　　てください

！

図15

車両リフレクター 半分に切る形状に合わせて切り
貼付ける(左右各１箇所)

ブラックアウト
フィルム⑩

リヤバンパー

脱脂

図18

図17

リヤバンパー

参考370mm

参考370mm
高さ合わせ位置

参考370mm

リヤバンパー
端末合わせ

マスキング
テープ

リヤバンパー
スポイラー①

リヤバンパー

リヤバンパーの端末から370
㎜の箇所にマスキングテー
プを貼付け、リヤバンパー
スポイラー①の高さ位置合
わせとして使用する。

リヤバンパー
端末合わせ

拡大図

リヤバンパー

端末

20.図１８のようにリヤバンパーのリヤバンパー
　 スポイラー①取付部の汚れを取り除き、ＩＰ
   Ａ又はホワイトガソリンで一方向にふいて脱
   脂します。　　　

注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は
      使用しないでください。油脂分
　　　が残り、テープが剥がれる原因に
　　　なります。

！

警告：ボディーコーティングが施されて
　　　いる場合は、塗装にキズをつけな
　　　いよう、コンパウンド等で除去し
　　　た上で、必ず脱脂を行なってくだ
　　　さい。

！

離型紙

マスキングテープ

離型紙

リヤバンパー
スポイラー①

ピックアップテープ図19

ピック
アップテープ

マスキング
テープ

① ②

④

③
⑤

⑥

！ 注意：両面テープの離型紙をすべて剥が
      してしまうと、正しい取付位置に
      取付けが出来なくなります。

21.図１９のようにリヤバンパースポイラー①の
   両面テープの離型紙(６箇所)を、中央から外
   側に約３０mm剥がし、ピックアップテープ(２
   箇所)をマスキングテープ等で表側に貼付けま
   す。

19.図１７のようにバンパー端末から３７０ｍｍ
   の位置にマスキングテープを貼付ける。

図19

リヤバンパー

リヤバンパー
スポイラー①

車両クリップ

車両スクリュー

タッピング
スクリュー③

□取付要領

1.図１９のようにリヤバンパーにリヤバンパー
　スポイラー①を合わせ、下面を車両クリップ
　(４箇所)とタッピングスクリュー③（２箇所）
　、車両タッピングスクリュー（２箇所）で仮
  締めします。
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図21 2.図２１のようにホイールアーチ部にゴムワッ
　シャー⑪（２箇所）を挟み、タッピングスク
　リュー③（２箇所）で仮締めします。

タッピング
　スクリュー③

ゴムワッシャー⑪

Ｊナット②

リヤバンパー

リヤバンパー
スポイラー①

ゴムワッシャー⑪

ホイルハウス Ａ－Ａ断面図

リヤバンパー

リヤバンパー
スポイラー①

Ａ

Ａ

図22

リヤバンパー

型紙Ｅ
高さ位置合わせ

リヤバンパー
スポイラー①

型紙Ｄ
高さ位置合わせ

型紙Ｃ
高さ位置合わせ

４

１
１

２
３

７

参考370mm

参考370mm
高さ合わせ位置

3.図２２のようにリヤバンパースポイラー①の
  上部モール端末を型紙Ｄ、型紙Ｅ及びマスキ
  ング位置に合わせながら、両面テープの離型
  紙を番号順に剥がし、貼付け圧着する。
 ｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝
 （８箇所）

注意：両面テープ接着後２４時間以内は
　　　洗車しないでください。

！

注意：両面テープは十分に圧着して下さ
　　　い。圧着が不十分な場合は、浮き
　　　剥れの原因となる事があります。

！

注意：両面テープの離型紙を指示した順
　　　に剥がさなかった場合、隙が発生
　　　する恐れがあります。

！

注意：必ずスポイラーを持ち上げ、型紙
      Ｄ、型紙Ｅ、図２１のマスキング
      テープ位置に合わせながら圧着し
      てください。隙の発生・圧着不十
      分・浮きは剥がれの原因となる事
      があります。

！

注意：両面テープの離型紙を剥がす際、
      離型紙を切らない様にしてくださ
      い。

！

注意：両面テープの接着力を最大限に発
　　　揮させる為、貼付け作業前に両面
　　　テープ部及び貼付け部をドライヤ
　　　ー等で40℃程度に暖めてください。

！

離型紙

マスキングテープ

離型紙

リヤバンパー
スポイラー①

ピックアップテープ図18

ピック
アップテープ

マスキング
テープ

① ②

④

③
⑤

⑥

図20

リヤバンパー

リヤバンパー
スポイラー①

車両クリップ

車両スクリュー

タッピング
スクリュー③

□取付要領

1.図２０のようにリヤバンパーにリヤバンパー
　スポイラー①を合わせ、下面を車両クリップ
　(４箇所)とタッピングスクリュー③（２箇所）
　、車両タッピングスクリュー（２箇所）で仮
  締めします。
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図23

    ■取付完了後の点検・注意事項
１．リヤバンパースポイラー、及びリヤバンパーがスクリュー・クリップにて、車両に確実に取付けられて
　　いるか点検します。
２．リヤバンパースポイラー及び車両部品に傷を付けていないか点検します。
３．各部にスキやウキが無いこと、確実に圧着されていることを確認する。

４．アドバンストパッケージ装着車は、取付後に必ずインテリジェンスクリアランスソナーの簡易検査を実

    施してください。

4.図２３のように仮締めしておいたリヤバン
  パースポイラー①下面部のタッピングスク
  リュー③(２箇所)、車両スクリュー
  (２箇所)を本締めする。

5.図２３のように仮締めしておいたリヤバン
  パースポイラー①ホイールアーチ部のタッ
  ピングスクリュー③(２箇所)を本締めしま
  す。

リヤバンパー

本締め 本締め本締め

6.マスキングテープと型紙を剥がします。

リヤバンパー
スポイラー①

    ■取付完了後の点検・注意事項
１．フロントスポイラー、及びフロントバンパーがスクリューにて、車両に確実に取付けられているか
　　点検する。
２．フロントスポイラー及び車両部品に傷を付けていないか点検する。
３．各部にスキやウキが無いこと、確実に圧着されていることを確認する。
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※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示して
　おり、ＲＨも同様に行ってください。

図24

パーティング
ライン基準

パーティング
ライン基準

パーティングライン基準

パーティング
ライン基準

リブ基準 リブ基準

マーキング

2.図２４のように型紙⑧Ａ、Ｂをリヤバンパー
  下面のリブに突き当てながら、パーティング
  ラインに合わせて貼付け、穴位置をマーキン
  グする。
  (２箇所)

3.図２４のように型紙⑧Ｃをリヤバンパーホイ
  ールアーチ部に合わせて貼付け、穴位置をマ
  ーキングする。マーキング後、型紙Ｃの高さ
  位置合わせ部を残し、他の部分は剥がす。
  (２箇所)

面沿いに
沿わせる

型紙Ａ 型紙Ｂ

型紙Ｃ

リヤバンパー

リヤバンパー

リヤバンパー

型紙Ｃ

型紙Ａ

型紙Ｂ

山折り

拡大図

マーキング

マーキング

α拡大図

マーキング
位置

参考寸法
端末から
7mm

参考寸法
端末から
12mm

参考寸法端末から31mm

高さ位置
合わせ部

カットライン

型紙Ｂ

型紙Ａ

型紙Ｃ

リヤバンパー

バンパー下面図示 型紙Ｃ

□取付準備

注意：取外す際に車両およびリヤバンパ
　　　ーに傷が付かないよう保護して作
　　　業を行ってください。

！

端末合わせ

型紙⑦Ｅ

フロントバンパー

1.車両修理書に従い、車両からリヤバンパーカ
  バー、リフレクター、純正バンパーロアーガ
  ーニッシュ、左右の純正バンパースポイラー
  を取外す。

注意：取外した車両リフレクター、車両ス
      クリューは再使用しますので、無く
　　　さない様に必ず保管してください。

！

型紙⑧Ｃ

フロントバンパー

パーティング
ライン合わせ拡大図

型紙Ｃ

パーティング
ライン合わせ

リヤバンパー

バンパー下面図示

拡大図

取付作業を開始する前にＰ．４の車種適合確認表を確認してください

アスリート３．５Ｌ・２．０Ｌターボの取付けはこの１３ページから作業してください
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リヤバンパー

4.図２４のように型紙⑧Ｄをリヤバンパーに貼
　付け、高さ位置合わせ用として使用する。

型紙Ｄ

リブ中心

リヤバンパー

パーティングライン合わせ

型紙Ｄ

※型紙Ｄは作業完了まで貼っておくこと

断面図　センター部高さ位置合わせ型紙

高さ位置合わせ

拡大図

注意：型紙はリヤバンパーに密着させて貼
　　　付けてください。浮きやスキがある
　　　場合、高さ位置が下側にずれて剥が
　　　れや、浮きの原因になります。

！

図25

リヤバンパー
型紙Ｃ高さ位置
合わせ部

ホイールアーチ部図示

ドリル下穴φ３、本穴φ７

10mm ガムテープ

ドリル

図26

リヤバンパー

バンパー下面図示

ドリル下穴φ３、本穴φ７

5.図２６のように使用するドリルの先端にスト
　ッパーになるようガムテープを巻きつける。

6.図２６のようにφ３のドリルを使用してリヤ
　バンパー下部とホイールアーチ部のマーキン
  グ位置に下穴をあける。
 （４箇所）
  下穴にφ７のドリルで本穴をあけ、穴のバリ
  を取り除く。
 （４箇所）

注意：バリを取り除く時には、穴径が大
　　　きくならないように注意してヤス
　　　リ等で取り除いてください。

！

注意：作業時は保護メガネを着用してく
　　　ださい。

！

アドバイス：穴あけ加工時は、ドリルは
　　　　　　穴あけ面に対して垂直にし、
　　　　　　マーキング位置からズレな
　　　　　　いように注意してください。

8.図２７のように型紙Ｆの高さ位置合わせ部を
  残し他の部分を剥がす。
　(２箇所)

図27

リヤバンパー

7.図２７のように、型紙⑧Ｆを図の位置の
  スロット穴の中心と端末に合わせ、貼付ける。
  高さ位置合わせ用として使用する。
 （２箇所）

型紙Ｆ

スロット穴中心合わせ

破線でカット
する

拡大図

高さ位置
合わせ部
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カット範囲

リヤバンパー

図28

型紙Ｆ高さ位置
合わせ部

延長上

カット範囲

40㎜

40㎜

切欠き端末

マーキング
(左右各2箇所）

拡大図

9.図２８のようにバンパーの切欠き端末と寸
  法でマーキングする。
 （２箇所）
　

10mm ガムテープ

ドリル

図29

ドリル下穴φ３・φ７

本穴φ１０

リヤバンパー

切欠き端末

図30

バンパーカット
範囲

注意：作業時は保護メガネを着用して
      ください。

！

12.図３０のように破線を参考に、エアーソー
　 等で斜線部切り抜き、加工部のバリを取
   り除く。
   (２箇所)

注意：バリを取り除く時には、カットラ
　　　インが歪まないように注意して
      ヤスリ等で取り除いてください。

！

注意：カットする際に、怪我に注意して
　　　ください。
　　　又、リヤバンパーへの傷つきに注
　　　意してください。

！

10.図２９のように使用するドリルの先端に
   ストッパーになるようガムテープを巻き
   つける。

11.図２９のようにφ３、φ７のドリルを使
   用してマーキング位置に下穴をあける。
   （４箇所）
   下穴にφ１０のドリルで本穴をあけ、穴
   のバリを取り除く。
  （４箇所）

アドバイス：穴あけ加工時は、ドリルは
　　　　　　穴あけ面に対して垂直にし、
　　　　　　マーキング位置からズレな
　　　　　　いように注意してください。
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図31

14.図３２のように型紙⑧Ｇをリヤバンパース
   ポイラーのリフレクター取付け溝に図のよ
　 うに型紙を合わせ貼付ける。貼付け後カッ
   トラインで型紙Ｇをカットしてバンパーガ
   ーニッシュ高さ位置合わせ用として使用す
   る。
　 (２箇所)

13.図３１のようにリヤバンパースポイラー①
   の裏面にケガキがあることを確認してくだ
   さい。

マフラーガーニッシュ
取付け用ケガキ

リヤバンパースポイラー①

図32

図33

カット範囲 マフラーガーニッシュ
取付け用ケガキ

リヤバンパースポイラー

注意：作業時は保護メガネを着用してく
　　　ださい。

！

注意：バリを取り除く時には、カットラ
　　　インの歪み、はみ出しがないよう
　　　に注意してヤスリ等で取り除いて
　　　ください。

！

！ 注意：カットする際に、怪我に注意して
　　　ください。

注意：マフラーガーニッシュ取付け用の
      ケガキラインを厳守のうえ加工を
　　　行ってください。ケガキラインよ
　　　りズレがある場合はマフラーガー
　　　ニッシュがリヤバンパースポイラー
　　　①に取付かない原因となります。　

！

15.図３３のようにリヤバンパースポイラー①
   のケガキライン通りにカットする。（斜線
　 部をカット）加工部のバリを取り除く。                  
　 (２箇所)

注意：加工の際にはリヤバンパースポイ
　　　ラーの傷つき防止の為、リヤバン
      パースポイラー①の塗装面を厚手
　　　のテープ等で保護してください。

！

リヤバンパー
スポイラー

突き当て

マフラーガーニッシュ
高さ出し型紙断面図

型紙Ｇ

※型紙Ｇは作業終了まで貼っておくこと

カットライン

マフラーガーニッシュ
高さ位置合わせ部

リヤバンパー
スポイラー

拡大図型紙Ｇ
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車両リフレクター

車両リフレクター
（ブラックアウトフィルム⑩付き）

センター側ヘ
突き当てる

樹脂ワッシャー④

車両タッピングスクリュー

車両後ろ側

リフレクター Ａ－Ａ断面図

リヤバンパー
スポイラー①

Ａ

Ａ

リヤバンパー
スポイラー①

車両タッピングスクリュー

樹脂ワッシャー④

図34

車両リフレクター

半分に切る

形状に合わせて切り
貼付ける

ブラックアウト
フィルム⑩

拡大図 17.図３４のように、リフレクターをリヤバン
   パースポイラー①に樹脂ワッシャー④と車
   両タッピングスクリューで取付けます。
   (２箇所)

注意：リフレクター、タッピングスクリュー
      は車両部品を再利用してください。

！

16.図３４のように、リフレクターリブ部にブ
　 ラックアウトフィルム⑩を貼付ける。
　 (２箇所)

図35

※取付けない

リヤバンパー

図36

リヤバンパー

リヤバンパー

Ｊナット②

Ｊナット②
向きに注意
Ｊナット②

19.図３６のように、下面とホイールアーチ部
　 に開けた穴にＪナット②を向きに注意しな
   がら差し込む。
　（４箇所）

注意：図３６のようにＪナット②の差し込
      む向きに注意してください。逆に取
　　　付けるとタッピングスクリュー③が
　　　取付かなくなります。

！

18.図３５のように、該当車両の修理書に従い、
   車両にリヤバンパーを復元する。この時に
   図の指示の位置の車両クリップ、車両スク
　 リューは取付けずに復元する。

リブ部
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※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示して
　おり、ＲＨも同様に行ってください。

！ 注意：両面テープの離型紙をすべて剥が
      してしまうと、正しい取付位置に
      取付けが出来なくなります。

14.図17のようにリヤバンパースポイラー①の
   両面テープの離型紙(左右各６箇所)を、中
　 央から外側に約３０mm剥がし、離形紙とピ
　 ックアップテープ(左右各１箇所)マスキン
   グテープ等で表側に貼付けます。

離型紙

マスキングテープ

離型紙

リヤバンパー
スポイラー①

ピックアップテープ

リヤバンパー

脱脂

図17

図16

ピック
アップテープ

マスキング
テープ

16.図15のように、リフレクターＬＨ⑥をリヤ
　 バンパースポイラー①に樹脂ワッシャー④
　 とタッピングスクリュー⑦で取り付けます。

リフレクターＬＨ⑥

リフレクター⑥
（ブラックアウトフィルム⑩付き）

センター側ヘ
突き当てる

樹脂ワッシャー④

タッピングスクリュー⑦

車両前側

リフレクター Ａ－Ａ断面図

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

リヤバンパー
スポイラー①

Ａ

Ａ

リヤバンパー
スポイラー①

タッピングスクリュー⑦

樹脂ワッシャー④

ＬＨ図示
※ＲＨも同様に

注意：リフレクターは車両部品を再利用し
　　　てください

！

図15

車両リフレクター 半分に切る形状に合わせて切り
貼付ける(左右各１箇所)

ブラックアウト
フィルム⑩

リヤバンパー

脱脂

図38

図37

リヤバンパー

参考370mm

参考370mm
高さ合わせ位置

参考370mm

リヤバンパー
端末合わせ

マスキング
テープ

リヤバンパー
スポイラー①

リヤバンパー

リヤバンパーの端末から370
㎜の箇所にマスキングテー
プを貼付け、リヤバンパー
スポイラー①の高さ位置合
わせとして使用する。

リヤバンパー
端末合わせ

拡大図

リヤバンパー

端末

20.図３７のようにバンパー端末から３７０ｍｍ
  の位置にマスキングテープを貼付ける。

21.図３８のようにリヤバンパーのリヤバンパー
　 スポイラー①取付け部の汚れを取り除き、Ｉ
　 ＰＡ又はホワイトガソリンで一方向にふいて
   脱脂します。　　　

注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は
      使用しないでください。油脂分
　　　が残り、テープが剥がれる原因に
　　　なります。

！

警告：ボディーコーティングが施されて
　　　いる場合は、塗装にキズをつけな
　　　いよう、コンパウンド等で除去し
　　　た上で、必ず脱脂を行なってくだ
　　　さい。

！

離型紙

マスキングテープ

離型紙

リヤバンパー
スポイラー①

ピックアップテープ図39

ピック
アップテープ

マスキング
テープ

① ②

④

③
⑤

⑥

！ 注意：両面テープの離型紙をすべて剥が
      してしまうと、正しい取付位置に
      取付けが出来なくなります。

22.図３９のようにリヤバンパースポイラー①の
   両面テープの離型紙(６箇所)を、中央から外
   側に約３０mm剥がし、ピックアップテープ(２
   箇所)をマスキングテープ等で表側に貼付けま
   す。

図38

リヤバンパー

リヤバンパー
スポイラー①

車両クリップ

車両スクリュー

タッピング
スクリュー③
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図41 2.図４１のようにホイールアーチ部にゴムワッ
　シャー⑪（２箇所）を挟み、タッピングスク
　リュー③（２箇所）で仮締めします。

タッピング
　スクリュー③

ゴムワッシャー⑪

Ｊナット②

リヤバンパー

リヤバンパー
スポイラー①

ゴムワッシャー⑪

ホイルハウス Ａ－Ａ断面図

リヤバンパー

リヤバンパー
スポイラー①

Ａ

Ａ

図42

リヤバンパー

型紙Ｆ
高さ位置合わせ

リヤバンパー
スポイラー①

型紙Ｄ
高さ位置合わせ

型紙Ｃ
高さ位置合わせ

４

１
１

２
３

７

参考370mm

参考370mm
高さ合わせ位置

注意：両面テープ接着後２４時間以内は
　　　洗車しないでください。

！

注意：両面テープは十分に圧着して下さ
　　　い。圧着が不十分な場合は、浮き
　　　剥れの原因となる事があります。

！

注意：両面テープの離型紙を指示した順
　　　に剥がさなかった場合、隙が発生
　　　する恐れがあります。

！

注意：必ずスポイラーを持ち上げ、型紙
      Ｄ、型紙Ｆ、図４０のマスキング
      テープ位置に合わせながら圧着し
      てください。隙の発生・圧着不十
      分・浮きは剥がれの原因となる事
      があります。

！

注意：両面テープの離型紙を剥がす際、
      離型紙を切らない様にしてくださ
      い。

！

注意：両面テープの接着力を最大限に発
　　　揮させる為、貼付け作業前に両面
　　　テープ部及び貼付け部をドライヤ
　　　ー等で40℃程度に暖めてください。

！

3.図４２のようにリヤバンパースポイラー①の
  上部モール端末を型紙Ｄ、型紙Ｅ及びマスキ
  ング位置に合わせながら、両面テープの離型
  紙を番号順に剥がし、貼付け圧着する。
 ｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝
 （８箇所）

図40

リヤバンパー

リヤバンパー
スポイラー①

車両クリップ

車両スクリュー

タッピング
スクリュー③

□取付要領

1.図４０のようにリヤバンパーにリヤバンパー
  スポイラー①を合わせ、下面を車両クリップ
  (４箇所)とタッピングスクリュー③（２箇所）
  、車両タッピングスクリュー（２箇所）で仮
  締めします。
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図43 4.図４３のように仮締めしておいたリヤバンパ
　ースポイラー①下面部のタッピングスクリュ
  ー③(２箇所)、車両スクリュー(２箇所)を本
  締めする。

5.図４３のように仮締めしておいたリヤバンパ
  ースポイラー①ホイールアーチ部のタッピン
  グスクリュー③(２箇所)を本締めします。

リヤバンパー

本締め 本締め本締め

リヤバンパー
スポイラー①

    ■取付完了後の点検・注意事項
１．フロントスポイラー、及びフロントバンパーがスクリューにて、車両に確実に取付けられているか
　　点検する。
２．フロントスポイラー及び車両部品に傷を付けていないか点検する。
３．各部にスキやウキが無いこと、確実に圧着されていることを確認する。

アスリート３.５Ｌ・２．０Ｌターボのお客様は、別売りのマフラーガーニッシュ
（ＭＳ３１３－３０００１）の取付・取扱要領書に沿って引き続き作業を行ってください。

    ■取付完了後の点検・注意事項
１．リヤバンパースポイラー、及びリヤバンパーがスクリュー・クリップにて、車両に確実に取付けられて
　　いるか点検します。
２．リヤバンパースポイラー及び車両部品に傷を付けていないか点検します。
３．各部にスキやウキが無いこと、確実に圧着されていることを確認する。

４．アドバンストパッケージ装着車は、取付後に必ずインテリジェンスクリアランスソナーの簡易検査を実

    施してください。


